






 

低体重児(2500g 以下)出生予防には、出生以前の妊婦保健管理が重要な鍵となる。地域に

あっては、健康教育や健康相談、健康診査、訪問指導、地区組織の育成などを通じて低体

重児出生予防のための活動が展開されている。なかでも保健婦活動の中核的な働きかけと

して家庭訪問が重視されているが、限られた予算の枠内で効果的な訪問活動を行うために

は、まず訪問対象の選択を吟味しなければならない。そこで低体重児出生予防につながる

対象を、的確に把握する選択基準について、Ａ市を参考に検討してみた。 


